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平成 21 年 10 月 15 日 
DOWA ホールディングス株式会社 

 
 

業績予想の修正についての補足説明 
 

  当社（東京都千代田区外神田 4 丁目 14 番１号、資本金 364 億円、社長：山田 政雄）は、 近の事業

環境や需要の動向を踏まえ、平成 21 年 5 月 11 日に公表した、平成 22 年 3 月期 第 2 四半期累計期間（平

成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日）の連結業績予想、および平成 22 年 3 月期 通期（平成 21 年

4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）の連結業績予想を下記のとおり修正します。 
 

記 
 
1. 第 2 四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想 (A) 105,000 △1,000 △2,000 △2,000

今回修正 (B) 129,000 5,000 4,500 2,000

増減額 (B-A) 24,000 6,000 6,500 4,000
増減率 +22.9% ― ― ―

(参考)前第 2 四半期累計実績 
(平成 21 年 3 月期第 2 四半期) 215,193 11,566 11,297 5,287

 

第 2 四半期連結累計期間の業績につきましては、前期に自動車業界等で在庫調整が行われた反動や 
IT・電機向けを中心とした需要の回復により、電子材料部門、金属加工部門等で販売量が増加し、また、

製錬部門で金属価格が当初の想定を上回っていることから、売上・利益ともに予想を超過する見通しで

す。 
具体的には、前回予想に比べ、売上高は 240 億円増収の 1,290 億円、営業利益は 60 億円増益の 50

億円、経常利益は65億円増益の45億円、四半期累計純利益は40億円増益の20億円を見込んでいます。 
 
セグメント別では、環境・リサイクル部門では貴金属価格が高水準で推移していることからリサイク

ル事業は計画比で増収・増益となる見込みです。一方、廃棄物処理事業では、廃棄物の排出量が当社の

想定より遅れていることから、全体では売上高は前回予想どおり 280 億円となる見込みですが、営業利

益は 4 億円減益の 9 億円となる見込みです。 
製錬部門では、金属価格が当社の想定を上回る高水準で推移していることから、前回予想に比べ売上

高は 140 億円増収の 660 億円、営業利益は 26 億円増益の 14 億円となる見込みです。 
電子材料部門では、半導体事業の需要は前年比 40%減少しているものの、当社の想定を上回る需要の

回復となっており、また、機能材事業では太陽電池向けに銀粉の需要が急速に伸びていることから、前

回予想比で売上高は 70 億円増収の 210 億円、営業利益は 12 億円増益の 17 億円となる見込みです。 
金属加工部門では、前期の急激なユーザーの在庫調整の反動や、自動車・電子部品・半導体の各業界

の需要回復に伴い、販売量は当社計画に対し 6 割～7 割増となったこと、また、銅価格が上昇基調で推

移したことにより、前回予想比で売上高は 70 億円増収の 230 億円、営業利益は 27 億円増益の 14 億円

となる見込みです。 
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熱処理部門では、自動車業界は回復を見せてはいるものの当社の受注増加までには至らず、前回予想

比で売上高は 2 億円増収の 60 億円、営業利益は予想並みの 2 億円の損失となる見込みです。 
 
セグメント別 損益                                                             単位：億円 

前回予想 今回修正       増       減 
 

売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益

環境・リサイクル 280 13 11 280 9 8 0 △4 △3
製         錬 520 △12 △19 660 14 15 140 26 34
電  子  材  料 140 5 5 210 17 17 70 12 12
金  属  加  工 160 △13 △11 230 14 16 70 27 27
熱    処    理 58 △2 △3 60 △2 △2 2 0 1
消  去  ほ  か △108 △1 △3 △150 △2 △9 △42 △1 △6

   合    計 1,050 △10 △20 1,290 50 45 240 60 65
 

 

 

2. 通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 
（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想 (A) 240,000 5,000 3,000 1,000

今回修正 (B) 278,000 11,000 10,000 5,000

増減額 (B-A) 38,000 6,000 7,000 4,000
増減率 +15.8% +120.0% +233.3% +400.0%

(参考)前期実績 
(平成 21 年 3 月期) 346,885 △8,497 △13,350 △28,138

 

下期の為替レート及び金属価格の前提 

 8 月平均 9 月平均 前回予想 
下期見込 

今回予想 
下期見込 

為替（円／US$） 94.9 91.5 95.0 95.0 
銅 LME（$／t） 6,165 6,196 4,200 5,500 
亜鉛 LME（$／t） 1,822 1,884 1,350 1,500 

 

為替・金属価格の感応度（営業利益／下期） 

単位：百万円 

 変動幅 感応度 

為替 ±1 円/$ 120
銅  ±100$/t 25
亜鉛 ±100$/t 218
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※ 感応度については、現時点で合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の影響

額は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 
さきに触れた第 2四半期までにおける業績の回復基調は 10月以降も継続すると見込んでおりますが、

期初の予想でも下期には需要の大幅な回復を織り込んでいたことから、下期単独では前回予想並みの収

益を見込んでいます。 
これにより、通期の業績は前回予想に比べ、売上高は 380 億円増収の 2,780 億円、営業利益は 60 億

円増益の 110 億円、経常利益は 70 億円増益の 100 億円、当期純利益は 40 億円増益の 50 億円となる見

込みです。 
 
セグメント別では、環境・リサイクル部門では、市場の回復の遅れから廃棄物の集荷量が計画に達し

ない厳しい状況が続くと見ており、加えて、千葉の新炉の償却開始や土壌浄化事業も建築基準法の改正

による需要の減退がいまだ続いていることから、前回予想比で売上高は 10 億円減収の 620 億円、営業

利益は 13 億円減益の 20 億円となる見込みです。 
そのほかのセグメントでは、熱処理部門はほぼ前回予想並みとなりますが、金属価格の上昇、需要の

回復に伴い、製錬部門、電子材料部門、金属加工部門で増収・増益となる見込みです。 
 

セグメント別 損益                                                             単位：億円 

前回予想 今回修正       増       減 
 

売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益

環境・リサイクル 630 33 29 620 20 18 △10 △13 △11
製         錬 1,140 △12 △26 1,350 21 20 210 33 46
電  子  材  料 310 20 20 440 36 36 130 16 16
金  属  加  工 370 △4 0 540 27 32 170 31 32
熱    処    理 140 8 7 140 7 7 0 △1 0
消  去  ほ  か △190 5 0 △310 △1 △13 △120 △6 △13

   合    計 2,400 50 30 2,780 110 100 380 60 70
 

3. 構造改革の進捗状況 
期初に掲げた人件費・経費・操業改善など年間 100 億円のコスト削減については、第 2 四半期累計 

で 60 億円と順調に進捗しています。金属加工部門、熱処理部門で取り組んだ工場間の一体運営や統 
廃合はほぼ完了し、損益分岐点引き下げの効果が着実に出ています。 
課題となっている大型投資案件の収益改善については、小坂の新製錬設備は計画未達ながらも操業 

度が改善し、DOWA メタニクスでも生産性が向上するなど対策の効果が現れています。 
 
4. 成長分野への取り組み 

環境・リサイクル部門は足下、国内における産業廃棄物の排出減や建設工事の減少で苦戦を強いら 
れています。市場の早期回復は望めない中、営業体制の強化を図るなど勝ち残りのための施策を実行 
しています。 
当部門を名実ともにグループの中核事業に育てていくため、戦略的に当部門への重点投資を続けて 

いきます。 
 
事業環境はまだ先行き不透明な状況ではありますが、上記のとおり生産性の向上や徹底したコスト
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削減の継続などを強力に推し進め、収益の確保に全力を尽くしていく所存です。 
 

 
《連絡先》DOWA ホールディングス企画・広報部門 03-6847-1106   西村、鎌倉 

〃           経理・財務部門 03-6847-1150   成田、菅原 
以  上 


